
 

神父のつぶやき 

                              カトリック甲府･塩山教会                 

主任司祭  白木 信一 

  

年に一度開催される「教区懇談会」に何回か出席したことがある。そこではテー

マに基づいた分かち合いがいつも行われるのだが、その中で印象に残ることが二

件あった。 

 一つはこんなことである。司教様の講話を聞いて、ある参加者が「難しい」と

感想を言われたこと。わたしは、わりと分かりやすかったと思ったので、ちょっ

と不思議に思った。しかも、その方は大学の講師をしておられるとのことだった

ので、その方にとって、そんなに難しい話だったかなと思ったのである。 

 その方の日常を聞いてみると、忙しいせいなのかあまり教会に行けてないよう

だった。懇談会に参加されたその年、新たに赴任された主任司祭のことについて、

この神父様ならついていこうかなと思った、と話された。そのことから以前よりも積極的に教会活動に参加さ

れるようになり、それで教区懇談会に参加されていたのかなと勝手に想像した。 

 この想像がその通りだったとしたら、大学の講師もなさっているような方が難しいと感じられたのは、様々

な教会活動に馴染みがなかったということだと推測した。教会の動きや教会用語に馴染んでいないと、言葉は

分かっても何を言っているのかがよく分からないということだろう。私たち司祭も異動でいろいろな地域に行

くが、同じ日本語を使っていても何を言おうとしているのか、最初のころはよく理解できないことがある。そ

の地域に馴染まないと分からないことがあるということと同じようなことなのだろう。早く、教会生活、教会

活動に馴染んでいくことを願った。 

二つめはこんな発言に関すること。司教様の話を聞いて、ある参加者が、質問の詳細はよく覚えていないが

「共同宣教司牧が何のためか」のような問いかけがあった。そこで、わたしは「み国のために」と応えたら「ま

すます分からない！」の返答。「エッ！」と私はビックリした。 

この方は、バリバリの企業人で、仕事が忙しくあまり教会に来られなかったのだが、定年退職して今度は教

会に奉仕したいというお気持ちがあったようで、積極的に教会活動に参加するようになったようだ。その方の

いろいろ発言を聞きながら、私は教会的感覚よりも企業的感覚がまだ強く残っているのかなと感じた。 

この方は「主の祈り」はご存知だと思うのだが、その中の祈りの文言「み国がきますように」をどのように

理解していたのかなと思った。これから積極的に教会活動に奉仕するとの意気込みがおありなので、教会の感

覚に馴染んでいきながら、主のみ旨に従って、企業でバリバリ能力を発揮されたように、み国のためにも発揮

されることを願った。 

我々は世間の水にどっぷり浸かりながらの生活だが、それでも神の国の水にどっぷり浸かりながら、福音を

しっかり生きていきたいものだ。



お知らせ（3 月） 

新型コロナ感染症対応ガイドライン 

 高齢者、基礎疾患がある方へのミサ出席の自粛要請。 

 全ての信徒へのミサ出席義務免除。 

 教会でのマスク着用（司祭も信徒も）。 

 ミサ出席者は入堂前に検温し、名前と連絡先と日付の記録を残す。 

 聖堂入り口に手指消毒用アルコールを設置。 

 「聖書と典礼」や週報は戻さず、必ず持ち帰る。 

 ミサ中の換気に留意する。 

 献金はミサの中では集めない。 

 平和のあいさつでの身体的接触（握手、抱擁、接吻等）の自粛。 

 聖体拝領前に、司祭も信徒も、再度手指の消毒を行う。 

 聖体を口で受けることの自粛。 

1. 柳本 繁春神父様（甲府教会出身）が帰天されました。  

甲府教会出身の柳本繁春神父様（コンベンツアル聖フランシスコ修道会）が、 

2 月 15 日心不全のため 85 歳で帰天されたとの知らせが、修道会よりありました。 

2 月 18 日に親族と会員のみで葬儀が行われました。 

1935 年（昭和 10 年）3 月 13 日、山梨県北巨摩郡双葉町生まれ、1951 年（昭和 26 年）

11 月 24 日、カトリック甲府教会にて受洗。翌 1952 年（昭和 27 年）12 月 7 日、同教会

にて受堅。1964 年（昭和 39 年）3 月 14 日叙階。 

2．四旬節の愛の献金 

2021 年 2 月 17 日（灰の水曜日）より、聖木曜日（4 月１日）まで 

「四旬節の愛の献金」を募ります。フランシスコ教皇様の「四旬節メッセージ」（後日配 

布）をご覧の上、献金をお願い致します。聖堂入口の緑の封筒「四旬節 愛の献金」に入れて、

聖堂内の「月定献金」のボックスに日曜日にお納め下さるようお願い致します。 

 



3. 四旬節、復活祭の取組 

 

○ 枝の主日 ･･･３月２８日（日）１０：３０ 中央、北ブロックのみで実施。 

（枝の主日のミサは、中央・北ブロックのみミサには参加しますが、他のブロックの方は、ミサ

後１４：００までに枝を取りにいらして下さい。） 

 

○ 聖木曜日 ･･･４月１日（木）１９：００ 参加者限定で実施 

 

○ 聖金曜日 ･･･４月２日（金）１９：００    〃 

 

○ 復活徹夜祭･･･４月３日（土）１９：００    〃 

 

○ 復活の主日･･･４月４日（日）１０：３０    〃 

 

※ 上記「参加者限定で実施」は、例えば、修道院と典礼委員、入門者だけに限定するなど 

※ 聖週間の典礼参加は、緊急事態宣言の解除状況により見直し拡大して開催することもあり得

る。 

 

 

4. 教会委員会 

 

教会委員会 3 月 14 日（日）11：30～サンタルチア講堂にて行います。 

 

 

5．東日本大震災 10 周年の祈りと献金のお願い 

   

3 月 11 日は、6 万人のかけがいのない命が失われた東日本大震災から 10 年を迎えました。震

災復興もまだその途上にあり、また、ご遺族の皆様方のお悲しみは薄れることはありません。被

災された方、ご遺族の皆様の悲しみとご苦難を分かち合うために「東日本大震災 10 周年の祈り

と献金」をお願い致します。 

 

（献金について） 

・期間  2 月 28 日（日）～3 月 28 日(日)の間の主日のミサ時 

・方法  ミサの会場 入口に「東日本大震災 10 周年献金」と表示しました箱を 

置きますのでその中にお入れ下さるようお願い致します。 

・献金先 あしなが育英会 

 

 

 

 

 



6. 次の方々が、入門式、入信志願式を受けられました。 

   

 

２月 ７日  入門式：  佐野 文規（さの ふみのり）さん  西ブロック 

  ２月 14 日  入門式：  高梨 一樹（たかなし かずき）さん 南ブロック 

  ２月 21 日  入信志願式：小畑 直子（こばた なおこ）さん 峡南ブロック 

  

入信予定の方々のために、またその方々を迎え入れる共同体のためにお祈りください。 

 

7．典礼委員会   3 月 6 日（土） ９：00 ～ センターホール 

 

8．きずなの会   3 月１０日（水）10：00 ～ センターホール 

   

9．広報委員会   3 月 28 日（日）13：00 ～ センターホール・編集（予定） 

 

10．地域福祉委員会 3 月 28 日（日）13：00 ～ サンタルチア講堂 

    

関係団体などからのお知らせ 

 

  (１)ＮＰＯ法人こどもサポートやまなし 

     ①運営委員会・理事会 

        3 月 16 日(火)18 時 30 分より、サンタルチア講堂 

で行います。なお、運営委員会に引き続き理事会を開催いたします。 

 

②学習会 

      今月の学習会は、3 月 14 日(日)及び 3 月 28 日(日)の 13 時 30 分より 

       山梨カトリック福祉センターで行います。       



堅信の秘跡申し込み案内 

 

                            カトリック甲府･塩山教会 

                            主任司祭  白木 信一 

 

 今年（2021 年）、11 月 28 日（日）に甲府教会において堅信式が行われます。つきま

しては、堅信の秘跡を希望する方々へ下記のようにご案内します。 

 

＝ 記 ＝ 

 

－、対象者 

受堅時に高校 1 年生以上の洗礼、初聖体を受けている甲府･塩山教会所属信徒が基本的に

対象となります。尚、甲府･塩山教会以外で洗礼を受けている方々は、ご自分の受洗教会

が発行する「洗礼証明書」が必要となりますのでご準備ください。準備勉強開始までに

提出してください。 

 

－、申し込み締め切り日 

対象となる信徒の方々で希望する方は、4月 4 日(日)から申し込みを受け付けます。申込

書に必要事項を記入の上、６月２７日（日）までに主任司祭にお申し込みください。尚、

高校生は青少年委員会が準備クラスを担当しますので、４月末日までに青少年委員会に

お申し込みください。 

 

－、堅信式に向けての準備クラスについて 

 準備クラスは１０回ほど開催の予定ですが、必ず出席していただくようになります。テ

キストとして、『堅信への旅』（「カトリック横浜教区典礼委員会」版）を使用しますので、

各自購入していただくことになりますが、テキストはまとめて取り寄せます。準備クラ

スは、８月末から始める予定ですが、はっきりした日程等は追ってお知らせします。尚、

高校生はお申し込みの際に青少年委員会にご確認ください。 

 また、このクラスはオープンにしますので、一緒に勉強したい方はその旨主任司祭にご

連絡ください。代親になる方は、できるだけ参加していただければと思います。 

 

 尚、この件でお尋ねになりたいことなどありましたら、主任司祭にお尋ねください。 

 

 

 

 



 

 - - - - - - - - - - - - - -   申 込 書    - - - - - - - - - - - - - - 

- -  

 

 

 

洗礼名：                                      

 

性 別 

氏 名：                                  男･女  

 

 

生年月日：                                     

 

 

現住所：                                      

 

 

国籍：                                       

 

 

受洗日：                                      

 

 

受洗教会：                                     

 

（希望する） 

堅信名：                                      

（洗礼名と同じにする場合でもお書きください） 

 

（堅信時の） 

代親名：                                     

 

 

 



世界祈祷日について 

 

世界祈祷日は、１８８７年に米国の女性たちが移住者や抑圧されている人々

を覚えて祈祷日としたことがその始まりで、その後２度の世界大戦を経て、和

解と平和を求める祈りの日として、教派を超えて広がっていきました。現在で

は世界祈祷日国際委員会（ＷＤＰ）が中心となり、毎年３月第１金曜日を世界

祈祷日として定め、テーマにそって共に祈りをささげています。 

コロナウィルスの流行のため昨年は中止となり、今年女性会では当番教会に

集うのではなく、３月５日初金のミサの後、少人数の有志での祈りの会を持つ

ことにしました。 

2021 年のテーマは「バヌアツ」です。 

  

 

 

 バヌアツ共和国は、南太平洋にある 80 を超える島々からなる国で、ほと

んどが火山群島です。地震やハリケーン、サイクロンなどの自然災害が頻回に

起こる国でもあります。今年 2 月初旬にもマグニチュード 7.7 の大きな地震が

起き、その後も 30 回ほど余震が起きている国です。 

3 月 5 日 初金のミサの後、祈りの会を何人かの有志で行いますが、皆様も

ご家庭で祈られるときに、是非、自然災害の危険にさらされても、自らの土地

に生きる人々を覚えてお祈り下さい。



こんにちは、こぴっとプロジェクトです 
        （山梨地区東北被災地支援プロジェクト）  
 

こぴっとプロジェクトがボランティア等でお世話になっている、仙台教区サポートセン
ターとカリタス石巻ベースより残念なお知らせがありました。 
 
〇お知らせ 

・仙台教区サポートセンターより 

  2021 年 3 月末日で閉鎖となります。 
・カリタス石巻ベース 

  2021 年３月をもって活動をいったん終了となります。 

下記にサポートセンターと、石巻ベースからのお知らせを載せました。 

山梨地区のみなさんの被災地へのお祈り・支援と、こぴっとへの支援・協力ありがと
うございます。サポートセンターの閉鎖、石巻ベースの活動終了となり、こぴっとと
してもコロナ禍のため、昨年より活動が出来ない状態ですが、引き続き被災地へのお
祈り・支援をよろしくお願いします。 

 
〇「東日本大震災 復興・支援活動ニュースレター」より抜粋 

  皆様に残念なお知らせをもうしあげなければなりません。 
じつは、仙台サポートセンターは、2021 年３月末日で閉鎖することに決まりました。
そのため、このニュースレターも、この号の次は３月に 145 号を発行して終わりと
いうことになります。これまで、いろいろな不手際もあり、皆様に、ご迷惑などをお
掛けしたこともございましたが、なにとぞおゆるしくださいませ。 
 仙台教区直轄であるカリタス石巻ベースについても、現在の形での運営は３月で終
了となりますが、地域の方々の集いの場として引き続きご利用いただけるように、調
整をしています。 
 地震・津波・福島原発被害の被災者の方々のこれまでの苦しみや悲しみを共に歩ん
できた私達です。復興が終わったわけではないこともよく知っています。皆様の「心
によりそって」いきたいとねがいつつも、このような結果になったことは、本当に残
念ですが、来春（今春）、活動を終了した後も、個人的にできる範囲で何かをしてい
きたいと思っています。 
 この１０年でのたくさんの出会い、いただいた恵みに感謝し、来年（今年）３月ま
で誠意を尽くして歩んでまいります。どうぞよろしくお願いいたします。 

 2020 年 12 月 25 日 
 仙台教区サポートセンタースタッフ一同 
 
〇「クリスマスに、全国のボランティアさんたちに向けて、元気が出るようなメッセー
ジを送りませんか」より抜粋 

 東日本大震災から間もなく１０年が経ちます。発災直後から、全国の皆様からのご
支援を受けて活動を続けてまいりました仙台教区サポートセンターとカリタス石巻
ベースは、2021 年３月をもって活動をいったん終了します。これまで培ってきた、
地域の方々、ボランティアの方々、全国の教会や修道会、学校関係の方々との出会い
に感謝し、時間は残りわずかではありますが、誠意を尽くしてまいります。今後とも
どうぞよろしくお願いいたします。 
 新しい年も、皆様の上に、神様の豊かな祝福が注がれますよう、お祈りしておりま
す。 

 2020 年クリスマス 
 仙台教区サポートセンター・石巻ベース 
 スタッフ一同 



✞✞  今今月月のの典典礼礼奉奉仕仕表表（（33月月・・44月月））✞✞ 

 

3 月・4 月 主日ミサ 

3 月 

初金 3 月 5 日（金） 9：３０～ 聖堂  

四旬節第 3 主日 3 月 7 日（日） １０：３０～ 聖堂 西ブロック 

四旬節第 4 主日 3 月 14 日（日） １０：３０～ 聖堂 東・南ブロック 

四旬節第 5 主日 3 月 21 日（日） １０：３０～ 聖堂 山城・峡南ブロック 

受難の主日 3 月 28 日（日） １０：３０～ 聖堂 中央・北ブロック 

4 月 

主の復活 4 月 4 日（日） １０：３０～ 聖堂 参加者限定 

復活節第 2 主日 4 月 11 日（日） １０：３０～ 聖堂 東・南ブロック 

復活節第 3 主日 4 月 18 日（日） １０：３０～ 聖堂 山城・峡南ブロック 

復活節第 4 主日 4 月 25 日（日） １０：３０～ 聖堂 中央・北ブロック 

                           

✞ 今今月月ののここよよみみ（（教教会会暦暦・・行行事事等等））✞✞  

 

・主日のミサ 日曜日１０：３０～（各ブロック・各グループ）  

 

 

３月 ５日（金）初金ミサ       ９：３０ ～ ミサ 

 

７日（日）四旬節第３主日   １０：３０ ～ ミサ（西ブロック） 

１４：００ ～ ベトナム語ミサ （tiếng Việt） 

 

１４日（日）四旬節第４主日   １０：３０ ～ ミサ（東・南ブロック） 

 

      

２１日（日）四旬節第５主日   １０：３０ ～ ミサ（山城・峡南ブロック） 

                   １２：３０ ～ 韓国語ミサ   （ 한 글 ） 

 

２８日（日）受難の主日     １０：３０ ～ ミサ（中央・北ブロック） 

１４：００ ～ 英語ミサ     （English） 

 

４月 ４日（日）復活の主日     １０：３０ ～ ミサ（参加者限定） 

１４：００ ～ ベトナム語ミサ （tiếng Việt） 

 

 


